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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年２月期第２四半期 1,109 6.9 187 △24.4 184 △24.2 146 △38.1

2021年２月期第２四半期 1,037 - 248 - 242 - 236 -

（注）包括利益 2022年２月期第２四半期 146百万円（△38.0％） 2021年２月期第２四半期 236百万円（-％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年２月期第２四半期 21.97 20.67

2021年２月期第２四半期 60.94 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年２月期第２四半期 3,758 1,235 32.9

2021年２月期 3,694 1,081 29.3

（参考）自己資本 2022年２月期第２四半期 1,235百万円 2021年２月期 1,081百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年２月期 - 0.00 - 0.00 0.00

2022年２月期 - 0.00

2022年２月期（予想） - - -

１．2022年２月期第２四半期の連結業績（2021年３月１日～2021年８月31日）

（注）１．2020年２月期第２四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2021年２月期第２四半期の

対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２．2021年２月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

３．2020年８月17日開催の取締役会決議により、2020年９月３日付で普通株式１株につき1,000株とする株式分割

を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定

しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,446 18.6 315 39.5 307 50.4 293 64.4 44.03

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年２月期２Ｑ 6,692,100株 2021年２月期 6,661,100株

②  期末自己株式数 2022年２月期２Ｑ 43株 2021年２月期 43株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年２月期２Ｑ 6,671,502株 2021年２月期２Ｑ 3,885,543株

３．2022年２月期の連結業績予想（2021年３月１日～2022年２月28日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2021年２月28日現在の発行済株

式数（自己株式数を除く）を使用しております。

３．当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しておりま

す。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）2020年８月17日開催の取締役会決議により、2020年９月３日付で普通株式１株につき1,000株とする株式分割を行

いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数及び期中平均株式数を

算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（四半期決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法について）

　当社は、2021年10月15日（金）にSBI証券のウェブサイトで機関投資家・アナリスト・個人投資家向けの説明会をラ

イブ配信で開催し、四半期決算補足説明資料を当社のウェブサイトに公開します。

　また、四半期決算補足説明資料を日本取引所グループウェブサイト上の「適時開示情報閲覧サービス」に掲載しま

す。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループでは、「まるくて大きな時代をつくろう」を企業理念に、その実現に向けた第一弾の事業として、

クリエイターエンパワーメント事業を推進しております。

　日本ならびに中国語圏におけるグローバルハンドメイドマーケットプレイス「Creema(クリーマ)」の運営を行う

マーケットプレイスサービス、「Creema」のプラットフォームを活用し、出店クリエイター・企業・地方公共団体

のマーケティング支援を行うプラットフォームサービス、日本最大級のクリエイターの祭典「HandMade In Japan 

Fes’（東京ビッグサイト）」等の大型イベントの開催や、「Creema Store（新宿・札幌）」等の店舗を展開する

イベント・ストアサービス、さらには、クリエイターの創造的な活動を応援することに特化したクラウドファンデ

ィングサービス「Creema SPRINGS」、人気アーティストがレッスン動画を販売する動画プラットフォーム

「FANTIST」など、クリエイターの活動を支援するサービスを様々な角度から展開し、まだ見ぬ巨大なクリーマ経

済圏の確立と、クラフトカルチャーの醸成に力を注いでおります。

　マーケットプレイスサービスにおいては、母の日等のトレンドを捉えた各種マーチャンダイジング・キャンペー

ン施策の展開に加え、タレントの千秋氏が創業しブランドマネジャーを務めるハローサーカスと、世界的なファッ

ションデザイナーである丸山敬太氏とのコラボ企画「Creema×ハローサーカス　スタークリエイター発掘プロジェ

クト」をスタートさせるなど、クリエイター作品の魅力を訴求する様々な企画・特集を実施しました。また、７

月・８月には「Creema」のTVCMを首都圏で放映するなど、「Creema」の認知拡大・価値訴求にも努めて参りまし

た。加えて、ユーザーインターフェースの向上や、クリエイターの利便性向上施策を中心とした「Creema」プロダ

クトの改善や、お客様により一層の安心・安全な購買体験を提供すべく、システムおよびサポート体制の強化等も

行いました。

前期、新型コロナウイルス感染症の拡大にともない一時的に需要が急増したハンドメイドマスクの流通を除いた

当第２四半期連結累計期間における流通総額は7,508,434千円となり、前年同期比19.8％増と大きく成長しており

ます。一方で、左記の一時的な需要急増の反動を受け、ハンドメイドマスクを含めた全体の流通総額は7,816,008

千円（前年同期比2.3％減）となりました。全体では僅かに前年水準を下回ったものの、マスク需要を除く本質的

なサービス規模においては引き続き力強く成長を続けております。なお、当第２四半期連結累計期間におけるクリ

エイター数は約22万人、登録作品数は約1,200万点、スマートフォンアプリのダウンロード数は約1,100万回を突破

しております。

　プラットフォームサービスにおいては、「Creema」のプラットフォームならびにユーザー基盤を活用した企業・

地方公共団体向けのPR支援を行う外部広告サービスで、大手メーカーをはじめとする様々な企業とのコラボレーシ

ョン企画や、伝統工芸産業のデジタルシフト支援案件、地方自治体のプロモーション案件等の受注・納品が大きく

拡大しました。また、クリエイターが自身の作品を「Creema」上でプロモーションできる内部広告サービスでは、

広告サービスの利用促進のための各種キャンペーンや機能追加等に引き続き取り組んだ結果、堅調な成長を維持し

ました。この結果、プラットフォームサービスの売上高は284,550千円（前年同期比52.4％増）での着地となりま

した。

　イベント・ストアサービスにおいては、新型コロナウイルス感染拡大防止のための外出自粛要請等による影響を

大きく受けました。ストア領域では、新型コロナウイルスの影響から前期末と比べて店舗数が縮減しております。

また、緊急事態宣言のあおりを受けて当社ストアも営業ができない状態が発生したことに加え、再オープン後もお

客様の実店舗離れが継続しました。なお、当第２四半期連結累計期間においてイベント開催は予定しておりません

でしたので、イベント領域については影響を受けておりません。上記の結果、イベント・ストアサービスの売上高

は27,164千円（前年同期比34.3％減）での着地となりました。

　新サービス群では、クリエイターの創造的な活動を応援することに特化したクラウドファンディングサービス

「Creema SPRINGS」において、前年度に引き続き多くのクリエイターから多様かつ魅力的なプロジェクトが起案さ

れ、その多くが目標支援金額を達成しております。加えて、クリエイター・購入者双方に対し、より優れた顧客体

験を提供すべく、８月には「Creema SPRINGS」のサイトをリニューアルオープンいたしました。また、様々なジャ

ンルの人気アーティストがレッスン動画を販売するレッスン動画配信プラットフォーム「FANTIST」においても、

参加アーティスト数・出品動画数ともに順調に成長しております。その他の新サービス群についても、クリーマ経

済圏の更なる拡大に向け、着実にテスト・開発を進めております。

　これら全てのサービスを連携させることにより、ユーザー価値の最大化を図ると同時に、当社グループのサービ

スの認知度向上及び市場の拡大、クリーマ経済圏の確立に取り組んでおります。当第２四半期連結累計期間におけ

る全社業績は、前年に発生したマスク需要の大きな反動を受けながらも、売上高は前年同期比6.9％増となる

1,109,304千円で着地いたしました。一方で、プロモーション費・開発外注費・新サービスへの投資等を成長加速

のために計画通り増加させたことにより、営業利益は前年同期比24.4％減となる187,828千円での着地となりまし

た。その他、経常利益は184,015千円（前年同期比24.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は146,540千円

（前年同期比38.1％減）となりました。2021年４月14日に開示した通期の営業利益計画に対する進捗率は、当第２
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四半期の段階で目標の約６割まで到達しており、流通・売上などその他の重要指標における進捗率も概ね計画通り

に推移していることから、開示した通期計画に変更はありません。

　なお、当社グループでは、クリエイターエンパワーメント事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に

関連付けた記載を行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、3,758,035千円となり、前連結会計年度末に比べ63,774千円増

加いたしました。主な増減要因は、システム開発により発生したソフトウエア（ソフトウエア仮勘定を含む）が

43,679千円、企業結合により発生したのれんが45,635千円、現金及び預金が30,202千円増加した一方で、前連結会

計年度の末日が休日であり売掛金が未決済のまま含まれていたことにより、受取手形及び売掛金が54,782千円減少

したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、2,522,153千円となり、前連結会計年度末に比べ90,278千円

減少いたしました。主な増減要因は、借入により長期借入金が173,930千円増加した一方で、返済により短期借入

金が100,000千円、１年内返済予定の長期借入金が96,356千円、未払金が82,793千円減少したことによるものであ

ります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、1,235,882千円となり、前連結会計年度末に比べ154,052千

円増加いたしました。主な増減要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益146,540千円の計上により利益剰余金

が増加したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ30,202千円増加し、2,915,406千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は、96,606千円（前年同期は664,524千円の獲得）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益の計上184,015千円、未払金の減少による支出102,328千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、40,031千円（前年同期は2,892千円の使用）となりました。これは主に、連結

の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出24,341千円、無形固定資産の取得による支出21,559千円によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は、27,943千円（前年同期は13,980千円の使用）となりました。これは主に、短期

借入金の返済による支出100,000千円、長期借入金の返済による支出235,151千円、長期借入れによる収入300,000

千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年２月期の連結業績予想については、2021年４月14日の「2021年２月期　決算短信」で公表いたしました連

結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,885,204 2,915,406

受取手形及び売掛金 645,918 591,135

その他 37,090 24,111

流動資産合計 3,568,212 3,530,653

固定資産

有形固定資産 18,517 17,289

無形固定資産

のれん - 45,635

その他 - 43,679

無形固定資産合計 - 89,314

投資その他の資産 107,530 120,778

固定資産合計 126,048 227,382

資産合計 3,694,261 3,758,035

負債の部

流動負債

短期借入金 100,000 -

1年内返済予定の長期借入金 266,896 170,540

未払金 217,078 134,285

未払法人税等 51,825 50,493

未払費用 51,239 46,843

前受金 49,248 64,233

預り金 1,460,553 1,466,403

賞与引当金 - 23,444

ポイント引当金 16,908 17,630

その他 99,751 65,563

流動負債合計 2,313,503 2,039,439

固定負債

長期借入金 298,928 472,858

その他 - 9,856

固定負債合計 298,928 482,714

負債合計 2,612,431 2,522,153

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 532,703 536,307

資本剰余金 532,703 536,307

利益剰余金 17,860 164,400

自己株式 △228 △228

株主資本合計 1,083,039 1,236,788

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △1,862 △1,558

その他の包括利益累計額合計 △1,862 △1,558

新株予約権 652 652

純資産合計 1,081,829 1,235,882

負債純資産合計 3,694,261 3,758,035
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

売上高 1,037,519 1,109,304

売上原価 1,613 8,724

売上総利益 1,035,906 1,100,580

販売費及び一般管理費 787,312 912,751

営業利益 248,593 187,828

営業外収益

受取利息 24 19

為替差益 - 100

その他 206 248

営業外収益合計 230 367

営業外費用

支払利息 3,773 4,180

為替差損 216 -

上場関連費用 2,000 -

営業外費用合計 5,990 4,180

経常利益 242,834 184,015

特別損失

店舗閉鎖損失 4,041 -

特別損失合計 4,041 -

税金等調整前四半期純利益 238,792 184,015

法人税、住民税及び事業税 1,988 38,315

法人税等調整額 - △839

法人税等合計 1,988 37,475

四半期純利益 236,804 146,540

親会社株主に帰属する四半期純利益 236,804 146,540

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

四半期純利益 236,804 146,540

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △33 304

その他の包括利益合計 △33 304

四半期包括利益 236,770 146,844

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 236,770 146,844

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 238,792 184,015

減価償却費 1,828 2,333

賞与引当金の増減額（△は減少） - 21,537

ポイント引当金の増減額（△は減少） 5,537 722

受取利息 △24 △19

支払利息 3,773 4,180

売上債権の増減額（△は増加） △102,207 56,116

その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,205 △6,702

未払金の増減額（△は減少） △18,265 △102,328

預り金の増減額（△は減少） 544,953 1,563

前受金の増減額（△は減少） 25,456 14,908

その他の流動負債の増減額（△は減少） 4,629 △50,275

その他 6,375 5,656

小計 705,644 131,710

利息の受取額 24 19

利息の支払額 △3,776 △4,180

法人税等の支払額 △37,368 △30,941

営業活動によるキャッシュ・フロー 664,524 96,606

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △351 △207

無形固定資産の取得による支出 - △21,559

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
- △24,341

敷金及び保証金の差入による支出 △3,000 △13,915

敷金及び保証金の回収による収入 458 19,992

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,892 △40,031

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 - △100,000

長期借入れによる収入 - 300,000

長期借入金の返済による支出 △13,980 △235,151

新株予約権の行使による株式の発行による収入 - 7,208

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,980 △27,943

現金及び現金同等物に係る換算差額 △353 1,570

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 647,298 30,202

現金及び現金同等物の期首残高 1,403,426 2,885,204

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,050,724 2,915,406

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

　当社グループは、クリエイターエンパワーメント事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年８月31日）

　当社グループは、クリエイターエンパワーメント事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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